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論文内容の要旨

カルシウム調節ホノレモンのーっとして知られている活性型ビタミン D3 ( 1, 2 5 (OH)2D3) は，切れかo

で骨吸収を惹起することを始め，骨髄系の細胞に作用して破骨細胞の分化を誘導することが報告されてお

り，また骨形成にも影響を及ぼす多彩な作用を持つことが明らかとなっている。一方，矯正力による歯の

移動に伴い，圧迫側では骨吸収が，牽引側では骨添加が起乙る乙とがよく知られているが，骨を標的器官

とする 1 ， 25 (OH)2D3 が， 乙のような歯槽骨の改造機転にどのような影響を及ぼすかについては非常に

興味深いと乙ろである。しかし歯の移動と 1 ， 25 (OH)2D3 との関連についての報告は， ほとんど見あ

たらない。そこで，本研究は，実験的な歯の移動を行い，そこに 1 ， 2 5 (OH)2 D3 を局所投与して，歯槽骨

の組織学的変化および、歯の移動量について検討したものである。

雄性ウイスター系ラット(体重 180-200g) の上顎右側第 1 臼歯をWaldo 法に準じて近心移動さ

せ，同時に口蓋粘膜から歯根分岐部に向かつて ， 20 Jl 1 の 1 ， 25 (OH)2D3 を投与した。反対側には， 同

量の生理的食塩水を投与し対照とした。実験終了後，上顎骨を切り出し 10%中性ホルマリンで固定，

Plank-Rychlo脱灰液で， 2 日間脱灰後，上昇アルコール系列により脱水し Queto1 -5 23M 1とより樹脂

包埋した。ついで，頬側の近遠心根を含む厚さ 3 Jl mの連続切片を作製し， H. E. 染色を施した後， 上顎

第 1 臼歯頬側根の歯槽中隔を中心に検鏡した (700x1050 Jl m)。 また，ラットにカノレセイン (8 mg/Kg), 

テトラサイクリン (20n習/Kg) による骨組織時刻描記を行い， 非脱灰研磨標本を作製して，蛍光顕微鏡

による観察も行った。

次l乙，同系のラットを用いて， Reitan と Kvam の方法に準じて，約 20g の力lとより上顎右側第 1 臼

歯を 2 0 日間頬側に移動させるとともに， 3 日おきに同部1(. 1,25 (OH)2D3 を局所投与した。歯の移動
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量について，左右上顎第 1 臼歯の近心小寓間距離を測定し，各実験群の平均値を算出した。また，実験終

了後，腹腔大静脈より採血し血液生化学的検索を行った。

その結果， 10 一12 --10一7M の 1 ， 25 (OH)2D3 を 1 日 1 回， 3 日間局所投与すると，濃度依存性に破骨

細胞の出現数が増大し， 10- 10 M投与群で 2.5 倍の増加が見られた。 1 0-loM 1,25 (OH)2D3 を 1 回投

与すると破骨細胞の増加は投与後 1 日自に最大になった。 Waldo法による歯の実験的移動を行う

と，圧迫側では歯根膜が圧縮され穿下性の骨吸収が認められたが，乙れに 1 ， 25 (OH)2D3 を投与した群

群では，破骨細胞の出現数の著明な増加と著しい骨吸収像が広範囲に認められ， 10- 10Mで最大に達し

た。破骨細胞数は歯の移動 3 日自に最も増加し，その後，経時的に減少した。

蛍光顕微鏡により歯槽骨の石灰化速度を比較検討した結果，歯の実験的移動を行った群では，牽引側，

圧迫側とも石灰化速度の低下傾向が認められたが，歯の移動と1，25 (OH)2D3 の投与とを行った群の牽

引側では，その傾向は認められなかった。

破骨細胞の出現に最大の効果が認められた 10- 10M の 1 ， 25 (OH)2D3 を上顎右側第 1 臼歯口蓋側の歯

根分岐部に局所投与すると共に，同歯を 2 0 日間頬側移動させると，対照、群に比べほぼ 2 倍の歯の移動量

が認められた。

血液生化学検査では どの群においても，血清カルシウム リン，アルカリフォスファターゼの値にほ

とんど変化は認められなかった。

以上の結果より，歯の移動に伴って出現する破骨細胞は， 1,25 (OH)2D3 を局所投与する乙とによりさ

らに増加する乙とが明らかとなり， 1,25 (OH)2D3 は，骨吸収を冗進する乙とによって歯の移動量を増大

することが示唆された。また，歯の移動に伴う骨添加についても， 1, 25 (OH)2 D3 は促進的に働き，全身

的影響も軽微である乙とが示唆された。

論文の審査結果の要旨

本研究は，歯の実験的移動をラットを用いて行い，その際に生じる歯槽骨の改造機転，すなわち吸収と

添加に対する活性型ビタミン D3 (1 ,25 (OH)2D3) の局所投与の影響を明らかにするため，歯槽骨の組織

学的変化および、歯の移動量について検討したものである。

その結果，歯の実験的移動に際して活性型ビタミン D3 を局所投与することにより，歯の移動方向すな

わち圧迫側の歯槽骨に出現する破骨細胞数の増加と歯槽骨の著しい吸収が認められる乙と，乙れと反対側

すなわち牽引側における骨添加については，石灰化速度の低下傾向を軽減させる乙と，また，歯の移動量

が増大する乙とを初めて明らかにした。一方，活性型ビタミンD3 の局所投与による全身的な影響は，ほ

とんど認められていない。

以上のように本論文は，骨に対して多彩な作用を持つ活性型ビタミン D3 と歯の移動との関連について，

電要かっ新たな知見を示したものであり，歯科矯正学上きわめて価値ある業績である。したがって，本研

究者は歯学博士の学位を得るに十分な資格があるものと認める。
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